
　東濃地科学センターでは、研究坑道の埋め戻しに伴う地下水の回復状況の確認のため、瑞浪

用地等で地下水環境モニタリング調査を行っています。本調査は令和 8 年度まで継続する予

定としており、今回は令和５年度末までの結果をお知らせいたします。

　地下水の水質については、18 地点（地上から掘

削したボーリング孔： 3 地点、坑道内のボーリング

孔など：15 地点）で溶存成分等 51 項目（一般的

な水質分析項目（水素イオン：pH やナトリウムイ

オン等）と環境基本法に基づいた環境計量項目（カ

ドミウムや鉛等））の測定を実施しました。結果の一

例として、坑道内観測点のうち深度方向と水平方向

の分布比較のために選んだ地点①～⑥の結果の一部

を下記のグラフに示します。

　埋め戻し直後は濃度変化が大きい様子が見られま

したが、時間が経つにつれて変化が小さくなってき

ました。それは令和５年度下期も同様でした。

　なお、ここに示していない地点及び項目は、埋め

戻し完了後から現在まで大きな濃度変化は見られて

いません。

サイエンス

ワールド

月吉公民館

〈地上観測点〉

MIU-3

MIU-4

AN-1

DH-15

MSB-2
05ME06

MSB-3
MSB-1

MSB-4

MIZ-1

DH-2

市民体育館

〈坑道内観測点〉

　令和５年度は 24 地点（地上から掘削したボーリング孔：11 地点、坑道から掘削したボー

リング孔など ：13 地点）で観測を実施しました。

　右のグラフは、結果の

一例です。坑道内の１本

のボーリング孔の２つの

区間の測定結果を示して

います。埋め戻しが進む

につれて、元の水位に回

復する傾向にあります。

裏 面 に 示 す 令 和 5 年

（2023 年）11 月 6 日に

発生した立坑埋め戻し面

の沈下に伴い、一時的な

水位上昇が見られました。
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　令和 5 年度も引き続き、下記の地図に示した地上観測点及び立坑孔内観測点で水圧及び

水質の観測を行いました。

地下水の環境モニタリング調査は、

埋め戻し完了後 5 年間を予定してお

り、今後も継続します。なお、観測

結果の詳細は、報告書としてとりま

とめ公表する予定です。
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　（換気立坑）
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【観測地点　12MI33 号孔】

地上施設の解体及び
主立坑の埋め戻し作
業に伴い観測を中断

立坑の埋め戻し面
の沈下に伴う一時
的な水位上昇



　研究坑道の埋め戻しは令和 4 年 1 月に終了し、その後立坑の埋め戻し面の様子を観察して
いましたが、令和 5 年 11 月 6 日に埋め戻し面の沈下が確認されました。沈下は徐々に進み、
主立坑で 12.9 m、換気立坑で 27.7 m となりました。令和 5 年 12 月 15 日以降は沈降が
確認されていません。
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　立坑周辺地盤に沈下は確認されなかったこと
等から、沈下は立坑内のみで発生していると思
われます。沈下の主な原因は、地下水位の回復（上
昇）に伴い埋め戻し土が水締め（コラプス現象）
された結果、立坑内に空洞が形成され、空洞よ
り上部の埋め戻し土が沈下したことによると考
えられます。

空気 地下水

沈下砂粒子

水浸時に生じる堆積圧縮現象

埋め戻し直後

＝砂粒子が支え合う

地下水回復後

＝砂粒子がほぐれる

砂が沈下した状態

＝砂粒子が重力で沈む

　安全確保の観点から、2023 年 12 月 8 日に坑口安全ネットを設置するとともに、沈下部
は購入土（山砂）で埋め戻しを行いました（2024 年 2 月 26 日～ 3 月 8 日）。

立坑埋め戻し面の沈下に係る測定結果は、当センターホームページで

公開しています。

https://www.jaea.go.jp/04/tono/miu/index.html#kankyo

埋め戻しの様子坑口安全ネットの設置：主立坑 坑口安全ネットの設置：換気立坑

※1：

※2：

※3：

狭間川上流は管理対象外であるため、環境基本法の基準値を「参考値」として表示しています。

「検出されないこと」とは、測定項目ごとに定められた検定（測定）方法で測定した結果が当該検定方法の定量限界を

下回ることを表します。

「ＮＤ」とは目的の成分が検出できないほど微量か、またはゼロであることを表します。ＮＤの後のカッコ内の数値

は検出限界値を表します。

0572-53-0211（代表）

0572-55-4114

tono-ck@jaea.go.jp（ご意見・ご要望）

連絡先：東濃地科学センター　総務・共生課　まで

【採取日（河川水）：令和 5 年 10 月 5 日、11 月 2 日、12 月 7 日、令和 6 年 1 月 11 日、2 月 1 日、3 月 5 日】

河川水の測定位置図
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　瑞浪超深地層研究所の研究坑道の埋め戻しは終了し、2021 年 5 月以降、研究坑道の埋め戻
しに伴い工事排出水は発生していませんが、狭間川の排水口下流の河川水及び参考として上流
の河川水を測定しています。2023 年度下期の測定結果に異常はありませんでした。

河川水の採取の様子

　今後も、関係自治体との協定を遵守し、安全の確保と環境の保全を第一に取り組んで参りま
すので、ご理解とご協力をお願い申し上げます。
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1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ

6.5 ～ 8.5
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